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代表幹事の挨拶

平成２５年３月８日（土）に第３６回日本リハビリテー

ション医学会近畿地方会および専門医・認定臨床医生

涯教育研修会を京都府立医科大学付属図書館（図書

館ホール）にて開催いたします。今回の生涯教育研修

会では高齢社会に焦点を当てて、地域包括ケア、転倒

予防、高次脳機能障害をテーマに３名の講師の先生方

をお招きする予定です。千葉県千葉リハビリテーショ

ンセンターセンター長吉永勝訓先生には「地域包括

ケア時代のリハ医の役割」、京都大学大学院医学研

究科人間健康科学系専攻リハビリテーション科学

コース准教授青山朋樹先生には「転倒予防のエビデ

ンスと新しい挑戦」、京都民医連第二中央病院病院

長磯野理先生には「リハに必要な高次脳機能障害の

知識とその応用」というタイトルで、御講演いただくこ

とになっています。いずれの講演もリハに関わる医師

にとって有益で、明日からの診療に役に立つものに

なると確信をしています。一般演題も活発な議論がで

きることを切に願っています。多数の先生方にお越し

いただきますよう、よろしくお願いいたします。

第36回リハ医学会近畿地方会学術集会

会長  門　祐輔
京都協立病院リハビリテーション科

第36回日本リハビリテーション医学会
近畿地方会学術集会および専門医・認定臨床医
生涯教育研修会開催にあたって

１.一般演題（認定単位：10単位予定）

　　発表形式：Mac PCの方は必ずご自身のPCをお持ち

　　ください。Windows の方はPCでもUSBメモリー

　　のみでも受付可能です（会場にはパワーポイント

　　2003のパソコンを用意しています。その他のバー

　　ジョンの方はPCを持参ください）。

２.教育講演（認定単位：30単位予定）

　1．「地域包括ケア時代のリハ医の役割」

　　　　千葉県千葉リハビリテーションセンターセンター長　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉永 勝訓 先生

　2．「転倒予防のエビデンスと新しい挑戦」

　　　　京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻

　　　　リハビリテーション科学コース准教授　青山 朋樹 先生

　3．「リハに必要な高次脳機能障害の知識とその応用」

　　　　　　　　京都民医連第二中央病院病院長　磯野 理 先生

　　参加費：2000円　

　　受講費：3000円（30単位一括）

　　事前申し込み：不要

日時：2014年 3 月 8 日（土曜日）12:00～18:30

会場：京都府立医科大学附属図書館  図書館ホール　
　　　　〒602-0857 京都市上京区清和院町口寺町東入中御霊410 電話：075-212-5400(代表)

会長：門  祐輔 (京都協立病院リハビリテーション科)

第36回日本リハビリテーション医学会近畿地方会および

専門医・認定臨床医生涯教育研修会

お問い合わせ先　　

　　　京都協立病院リハビリテーション科   門 祐輔

　　　電話：0773-42-0440　　

　　　E-mail：mon.intyou@gmail.com

第１回近畿地区新専門医交流会の開催報告

新専門医
    に聞く

平成25年度に新しくリハ専門医になられた先生に抱負を語っていただきました。

専門領域がそれぞれ異なりますが、リハ医学にかける情熱は大きく、これからの地方

会を引っ張る新進気鋭の方々です。近畿地方会へのご支援を期待しております。

（平成25年度 第1号（通巻18号）からの引き続きの掲載です）

京都府立医科大学 ※駐車場はありません。  
・ＪＲ「京都駅(正面)」から市バス 4、17、205系統
　　→「府立医大病院前」にて下車 
・阪急電鉄「河原町駅」から市バス 3、4、17、205系統 
　　→「府立医大病院前」にて下車 
・京阪電鉄「三条京阪駅」から市バス 37、59系統
　　→ 「府立医大病院前」にて下車 
　または京都バス 23,43 系統 
　　→ 「府立医大病院前」にて下車 
・京阪電鉄「神宮丸太町駅」下車 徒歩 10分 
・京阪電鉄「出町柳駅」下車 徒歩 15分




